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項 目 内 容

①実現したい未来 市役所全体で、生産性が高く、働きやすい職場環境

②背景・現状
市役所職員数の減少など経営資源が大きく制約されることを前提としながら、デジタル化を
手段として制度や政策、組織及び職場環境のあり方を変革していかなければならない。

③課題
・集中して業務に取組みたい場合でも、電話により中断してしまう。
・複数人での協業では、自席から打合せコーナー等へ移動して作業している。

④原因
・集中して業務に取組む場所や協業の場所がない。
・席が固定されており、その席で業務を実施することが当たり前になっている。

⑤解決策
集中、協業、電話・来客受付といった業務において、それぞれ適した場所に区分けする。
そして、その日の業務に適した場所で業務を実施する。

⑥得られる効果（予測）
・生産性の向上
・クリアデスクによるセキュリティの向上

⑦R3年度の取り組み
・課題の洗い出し
・執務室内のゾーニングの検討

⑧今後の展開
（スケジュール）

・モデルケースの立案
・R4年度後半に新議会棟へ移転し試行
・R5年度は新議会棟での試行結果を踏まえ全庁への横展開

WG名
⑩ABW（Activity Based Working）WG
※時間と場所を自由に選択できる働き方



ABWに関しての発散・収束結果 2021年12月16日

やりたい

！レイアウト

電話 紙は神ではない

テレワーク

その他

集中

地域とのつながり

！アウトリーチ

！気づき

高橋講師への質問
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電話

座る場所レイアウト 集中

個別事情

ABWを意識したゾーニングに関しての発散・収束結果 2022年1月13日
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